








































１ 本研究の意義と目的 

歯科保健活動の永年の努力にもがかわらず、子供の口腔の健康の本質的な改善の兆しは見

られていない。これにはさまざまな理由があると思われるが、つぎの 4つのことはとくに

重要である。 

第 1には、口腔の健全性を損うものとして主としてう蝕のみを問題としてきたことである

。現代では、すでに乳幼児期に歯周疾患の初期症状が見られ、潜在的な不正咬合も、この

年代でかなりはっきり把えることができる。そして、これらの疾患や異常はそれぞれ独立

したものでなく、口腔内という１つの共通した局所において相互に影響し合いながら発生

し、重症化していくものと考えられる。う蝕という単一の症状のみに偏らず、口腔全体の

健全性という視点を導入することによって、う蝕そのものに対する予防的効果の向上も期

待される。 

第 2には、歯科疾患を口腔内の局所的な問題としてのみ取り扱ってきたことが指摘される

。う歯の治療は、ほとんどが局所的な作業によって解決されることであるが、一方では常

に全身的な、あるいはこころに対する侵襲をともなうものでもある。さらに、予防的、健

康教育的な生活指導となると、これは明らかに全人格的な問題ということになる。このよ

うな背景をもとに歯科疾患を理解することによってはじめて歯科保健学は他の分野と合流

することが可能と思われる。 

第 3の問題点は、小児のための歯科学が、乳幼児期あるいは小児期という限られた時間断

面のなかから抽出された問題に対して、この同じ時間帯のなかで処理するという形で組み

立てられていることである。小児の口腔の健全性はそのこどもの口腔の将来に対する十分

な配慮を前提としたものでなければならないし、また、小児期に現われる問題への対策は

もっと早い時期にさかのぼって立てられなければならないと考えられる。 

第 4は病因論に関するものである。乳幼児の歯科保健は、従来、主として口腔内環境汚染

ということを標的として展開されてきている。この視点から生れるのは砂糖摂取の抑制と

歯みがきの励行ということであって、これらが現在の歯科保健活動の主な内容となってい

る。最近、口腔の汚染の他に第 2の重大な要因として、人類の退化にともなう歯と顎骨の



不調和ということが指摘され、その実態が明らかになりつつある。簡単にいえは咬合の退

化ならびに発達の低下ということであるが、この現象は、現代人における食生活の急速な

変化とともに、小児の口腔に対してますます強い影響をもつに至っている。今後の歯科保

健学においては、無視することのできない重要な問題であるということができる。 

小児の口腔の健全性をとり戻すためには、きわめて広い視野に立って、これらの諸問題を

根本的に考え直してみることが必要である。本研究計画は、わが国の乳幼児歯科保健の早

急な改善を計るため、これまでの努力に加えて咬合系の退化あるいは発達不全という概念

を導入し、また、標的とする症状を歯周疾患や不正咬合にまで拡大することにより、活動

の効果と効率の飛躍的な向上を計ろうとするものである。このような方向で保健活動の目

標や内容を再検討することによって、歯科保健学の母子保健学とのより深い連携が可能と

なり、生涯教育におけるその位置づけを明確にすることができると考えられる。 


